
「自分の命は自分で守る」
～市総合防災訓練に参加しました～

９月３日（土）大内地域を会場として、由利本荘市総合防災訓練が行われま

した。岩谷小学校では「シェイクアウト（地震発生）からの避難訓練」から始

まり、「放水による消火体験（全校）」「煙の中での避難（全校）」「地震体験車（６

年のみ）」をそれぞれ行いました。

8:10に「北由利断層を震源とするマグニチュード7.3の大地震が発生。大内地

域では最大震度６弱を観測」という想定で訓練開始。教室にいた子どもたちは、

真剣な表情でグラウンドに避難しました。

「放水による消火体験」は、水を使った消火器で火元に放水し、火を消す練

習です。手の小さい子どもたちは、放水レバーをにぎるのに苦労していました

が、なかなか上手にできていました。

「煙の中での避難」は、テントの中にスモークマシンで煙を充満させ、その

中を通り抜けて出口にたどり着く、というものです。「煙は高いところに集まり

やすいので、できるだけ身を低くしてハンカチで口を押さえて避難する」とい

うことを教わりました。

「地震体験車」は，揺れの大きさに合わせて部屋が動くものです。一見アト

ラクションのようで楽しそうですが、本当の地震では、そんな笑っている余裕

など無くなってしまうことでしょう。

体験の後は体育館に移動し、自衛隊の方から「災害派遣についてのお話」を

伺いました。災害が起こると、現場の復旧のためにいち早く駆けつけてくれる

のが自衛隊の皆さんです。実際の様子をスライドを交えながら紹介してくれま

した。災害はいつ私たちの身の回りに起こるか分かりません。ふだんから意識

を高め、自分の命を自分で守るためにも、慌てずに行動することのできる強い

心を身に付けておきたいですね。

参加してくれた子どもたちに、市からミネラルウォーターのペットボトルを

１本ずついただきました。ありがとうございます。

日韓児童絵画コンテストで、＊＊＊＊
さん（１年）と＊＊＊＊さん（３年）の
作品が入賞しました。
今回のテーマは「ふるさとの食べ物」
を紹介するもので、「きりたんぽ鍋」の
様子を上手に描いてくれました。
これから涼しくなってくると、鍋もお

いしい季節です。皆さんのご家庭でも、
ぜひ鍋を囲んでみてくださいね。
入賞おめでとうございます。

地震体験車は怖かった…

あわてないでレバーを引いて！

テントの中は煙でいっぱいです

＊＊さん（西目出身）の講話
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第50回 由利本荘市児童生徒科学作品展のご案内
夏休みに子どもたちが頑張った理科研究に関する作品を展示します。感染対策をして、

どうぞご観覧ください。

期日 9月10日（土）11日（日）
時間 10:00～17:00
会場 文化交流館カダーレ 1階ギャラリー

★お願い★
・会場ではマスクを着用してください。
・熱がある人、体調の悪い人は見学を控えて
ください。

・入口で体温測定、手指消毒をお願いします。
・見学者の人数、代表者氏名、連絡先を記入
していただきます。

・会場内では2ｍ以上の間隔をあけ、大きな
声を出したり、走り回ったりしないでくだ
さい。

本校からは以下の皆さんの作品を出品しました

入賞おめでとう！
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給食委員会による児童集会
６日（火）の朝に行われました。ふだんの給食に関する内容からクイズを出題し、

全校で楽しみながら考えることができました。

① 給食を食べるときには、どんな姿勢で食べたらいい？
② 嫌いなメニューが出てきたら、どうすればいいのかな？
③ 「犬食い」とは、どんな食べ方のことを言うのかな？

答えはお子さんに聞いてみてくださいね。給食委員の皆さんは、マイクを使わずに寸劇を交えて堂々と発表してくれ

ました。これは立派なことです。よくがんばりました！「人前で話すことは恥ずかしい」かもしれませんが、これに関

してはとにかく「慣れる」ことが大事だと思います。集会の感想発表などの時間に、どんどん挑戦してみましょう。

子どもたちの中には、ふだんの教室であっても「発表するのがはずかしい」という子がいます。「間違えてみんなに

笑われちゃうかも…」と心配するのかもしれません。担任の先生は、そうならないための雰囲気作りを心がけています。

まずは、勇気を出してどんどん手を挙げてみましょう。自分の中の何かが変わるかもしれません。


